       社会科単元指導案                          指導者  川瀬健一・片山 真

１．分野・単元     歴史的分野　「日本人はどこからきたの？」

２．単元目標       (1) 民族は様々な国際交流の中で生まれたものであることをつかむ。

(2) 日本の文化・文明の発達の中で渡来人が果たした役割を学び、文化・文明も国際的な交流の中で発達することを理解する。

３．単元の指導観   民族や文化は決して単一のものではなく、様々な民族や文化が複合的に結合することを通じて形成されている。このことは日本の民族や文化とといえども例外ではなく、古代日本の形成過程を見れば明らかである。ここでは数度にわたる渡来人の大規模な移住により異なる民族や文化が複合されて、縄文文化・弥生文化・古墳文化、そして日本人が形成されていったことに気づかせたい。

４．指導計画

時
課題
生徒の活動

１
日本人には複数の系統があることを知る
１　顔のパネルを比較して、日本人の顔立ちの特徴が２系統あることを知る。

２班に分かれて班員の顔立ちを観察・分類し実際の日本人の顔立ちは２系統の特徴が混在していることに気づく。

２
縄文人・縄文文化の成立を考える
１既得の知識から縄文文化の特徴をあげる

２「北海道から出た南の貝の腕輪」をしめし、縄文人が海の民である可能性に気づく。

３縄文人と現代の東南アジア・南太平洋の人々の顔立ちを比較し、縄文人のルーツを探る

３
弥生人・弥生文化の成立を考える
１既得の知識から縄文弥生文化の特徴を挙げる。

２三内丸山遺跡の例を通じて既得の縄文像を修正する。

３再度、資料から縄文・弥生文化の違いを考える。

４弥生文化と類似の文化が先行的の大陸に存在することに気づく。

５弥生人・弥生文化の始まりについて考え、弥生人と縄文人の間に何が起きたか推理する。

４
古墳文化の成立と渡来人の果たした役割を考える。
古墳の規模、服装品などから古墳について知る

日本と朝鮮に同じ古墳文化が存在していることに気づく

（古墳分布図）

「日本と朝鮮に同じ古墳文化が存在するのなぜだろう？」

班で話し合い自分の考えをまとめ発表する。

日本の中の朝鮮→　渡来人の存在と役割（含む国際状況）

古事記・日本書紀の渡来人の資料を見せる。

桓武天皇の母は渡来人の娘であることを示す。

５
日本人・日本文化はどのようにしてできたのだろう。
これまでの学習を参考に単元の課題を考える

５．評価規準

関心・意欲・態度
社会的な思考・判断
資料活用の技能・表現
知識・理解






  社会科学習指導案                    　　           　　　　   指導者  川瀬健一・片山 真

　　日本人はどこから来たの？①
１．本時の目標     (1)日本人の顔が2系統あることをつかむ

                   (2)実際の顔は2つの系統の特徴が混在していることに気づく

２．本時の指導観　　現在の私たちの顔の中には日本人のルーツの痕跡が残されている。それは眼や眉、鼻、口、耳などに現れてくる。日本人のルーツは大きく分けると縄文系、弥生系の2系統でありおしなべて縄文系は南方から、弥生系は大陸からこの土地に渡ってきたのである。そして民族的・文化的に混血を繰り返し今の日本人ができあがっている。本時は身近な仲間の顔を観察する中から日本人の成り立ちを考えさせたい。

３．指導過程

流れ
生徒の活動
教師の指導・支援

日本人の顔立ちの特徴をつかむ。

現代の日本人はどのような傾向なのかを考える。


・二系統の顔のパネルを見て違うところをあげる。

・これらのパネルが縄文・弥生時代の古代日本人の骨から復元したものであることを確認し、顔のパーツの特徴をつかむ。
・班をつくり班員の顔を観察しシートに傾向を記入する。

・観察結果から自分は縄文系の顔と弥生系の顔のどちらに近いかを確認する。

・自分はどちらの傾向かを挙手する。

どちらかには分けきれないことに気づく


顔のパーツのパネルをはる

・机間指導



４本時の評価

関心・意欲・態度
日本人の顔立ちの観察しようとする。

思考・判断
現在の日本人は2系統の特徴が入り混じっていることを発見できる。

資料活用
パネルから違いを見つけられる。

 社会科学習指導案                    　　           　　　　   指導者  川瀬健一・片山 真

　　日本人はどこから来たの？②
１．本時の目標    （1）縄文人のルーツは南方にあり、海流にのって各地に移住した人々の子孫である可能性に気づく。

　　　　　　　　　（2）縄文人は舟の操作にたけた海洋民であり、海をまたいだ交易・移住を行っていた可能性があることに気づく。

２．本時の指導観   生徒は「日本人」といえば「昔から日本列島に住んでいた」という固定観念を持っているにちがいない。また「縄文人」といえば「野山で狩猟採集の生活」というイメージを持っており、「海上を移動した民＝海洋民」という認識はないものと思われる。この時間には、資料をもとに以上のような固定観念が事実に反することに気づかせ、日本人が他の地域から来た可能性に気づかせたい。

３．指導過程

流れ
生徒の活動
教師の指導・支援


既得の縄文像の確認

海と関わりのある縄文遺物を知る

縄文人と海との関係を考える

縄文人のルーツを考える

縄文文化の広がりの可能性を知る。


縄文時代について知っていることをあげる。

教科書で確認する。

縄文遺物の資料が何を示しているのかを考える。

班で討論しそれを参考に自分の考えをまとめる。

意見を発表する。

東南アジア・南洋諸島の人々の顔と縄文人の顔との比較から縄文人のルーツを考える。

南米エクアドルの縄文遺跡「バルディビア」の資料を読む
前時の縄文顔をはる

地図をはる

資料ａ大型カヌー

資料①北海道から出土した南方の貝製うでわ

海流に乗った交易の可能性に注目させる。

東南アジア・南洋諸島の人々の顔を提示

資料③を提示し縄文人の活動範囲の広がりの可能性を暗示する。

４本時の評価

関心・意欲・態度


思考・判断


   社会科学習指導案                    　　           　　　　   指導者  川瀬健一・片山 真

　　日本人はどこから来たの？③
１．本時の目標     （1）弥生人・弥生文化の成立について学ぶ

　　　　　　　　　（2）弥生文化・縄文文化に大きな違いはないことに気づく。

２．本時の指導観   生徒は「縄文文化」は狩猟採集、「弥生文化」は農耕という誤った固定観念を持っている。また「日本人」といえば「昔から日本列島に住んでいる」という固体観念も持っている。この時間は資料に基き「弥生人」も海を渡って来たことを知り、「縄文人」の世界に「弥生人」が海を渡って来たときに何が起きたかを考えさせながら、実は「縄文人」と「弥生人」とが「農耕文化」という点でも「国家・身分制社会」という点でも、ほぼ同等のものであったことに気づかせたい。。

３．指導過程

流れ
生徒の活動
教師の指導・支援


既得の弥生時代の知識を確認

弥生人・弥生文化の成り立ちを考える。

縄文人の運命について考える。

仮説の設定

仮説の再設定
既得の知識から弥生時代に始まったものを考える。

資料に基づき弥生人・弥生文化の始まりについて考える。

班で討論し、自分の意見をまとめる。

全体で意見を発表し、共有化する。

縄文と弥生の間に社会的にも文化的にも大きな差が無かった事実に基づき、再度仮説を組み立てる。

各自の意見を発表する。
弥生顔をはる

稲作農耕の開始と金属器の使用に特徴があることに注目させる。

東アジア規模での稲作文化・金属器文化の変遷の図と資料④を提示する。

中国・朝鮮の人の顔を見せながら、弥生人が中国朝鮮から渡来した可能性があることを確認する。

三内丸山遺跡の資料を見せ、王の存在や、大規模な集落の存在に気づかせる。



４本時の評価

関心・意欲・態度


思考・判断


   社会科学習指導案                    　　           　　　　   指導者  川瀬健一・片山 真

　　日本人はどこから来たの？④
１．本時の目標    (１)古墳時代の文化も日本と朝鮮とはよく似ていることをしる。

　　　　　　　　　(２)それは多くの人々が日本に渡ったことの結果であり、二つの地域は密接な関係にあったことをしる。

２．本時の指導観　「日本文化」といえば何か「狭いこの日本列島の内部だけで成立した」かのような
　　　　　　　　観念を生徒は持っている。この時間には、古墳時代の日本と朝鮮の文化はよく似て
　　　　　　　　いることを手がかりにして「渡来」の波は縄文以前から古墳時代になっても続き、
　　　　　　　　「日本文化」「日本人」は多くの外国文化が複合して出来あがっていることに気づ
　　　　　　　　かせたい。

３．指導過程

流れ
生徒の活動
教師の指導・支援


仮説を立てる

仮説の検証


古墳について知っていることを挙げ、古墳時代の特色をつかむ。

なぜ日本と朝鮮の古墳文化が似ているのかを考える。

資料により多くの「渡来人」が日本に渡ってきておりその結果日本と朝鮮との文化が似通ったものになったことを知る。

班で課題について話し合い自分の考えをノートにまとめる。

自分の考えを発表する。（全体）

資料を見てからの自分の考えをまとめる。

自分の考えを発表する。
高松塚の服・装飾品（かんむり）で視覚化する。

朝鮮の古墳文化を提示する

渡来の資料⑤を提示

ａ日本書紀など

ｂ地名

渡来人が高い技術を持っていることに注目させる。

東アジアの国際状況の資料を提示

（中国・朝鮮と日本との状況の違いに注目させる）

桓武天皇の母は渡来人の娘であることを示す。

４本時の評価

関心・意欲・態度


思考・判断


資料活用


私たちの顔立ちにはどのような特徴があるのだろう？





渡来した弥生人と前からいた縄文人の間に何が起きただろうか？





北海道から南の貝の腕輪が出るのはなぜだろう？








なぜ中国や朝鮮から高い技術を持った多くの渡来人がやって来たのだろうか？








